
政
府
は
、
平
成
２６
年
度
予
算
編

成
の
基
本
方
針
の
中
で
、
経
済
成

長
に
つ
な
が
る
施
策
を
実
行
し
、

未
来
に
向
け
て
持
続
可
能
な
制
度

を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
フ

レ
脱
却
・
経
済
再
生
と
財
政
健
全

化
の
好
循
環
を
達
成
し
て
い
く
こ

と
が
必
須
の
課
題
で
あ
る
と
し
て

お
り
ま
す
。

積
極
的
な
施
策
の
実
施
に
よ
り
、

我
が
国
の
経
済
が
一
日
で
も
早
い

真
の
回
復
基
調
に
向
か
う
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
の
財
政

状
況
を
み
ま
す
と
、
歳
入
で
は
、

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
に

お
い
て
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

降
の
大
幅
な
減
少
か
ら
多
少
の
持

ち
直
し
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
以
前
の
水
準
に
ま
で
回

復
し
き
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

さ
ら
に
、
歳
出
で
は
社
会
保
障

関
係
経
費
が
年
々
増
加
す
る
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
と
い
う
認
識

に
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

平
成
２６
年
度
の
予
算
編
成
に
つ

き
ま
し
て
も
、
限
ら
れ
た
財
源
を

効
率
的
・
効
果
的
に
活
用
す
る
た

め
に
、
事
業
の
優
先
度
を
政
策
的

に
判
断
す
る
こ
と
、
既
存
事
業
の

徹
底
し
た
見
直
し
に
よ
る
経
費
の

節
減
を
す
る
こ
と
な
ど
、
歳
出
の

抑
制
に
努
め
た
予
算
編
成
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
第
４
次
朝

霞
市
総
合
振
興
計
画
の
基
本
構
想

に
定
め
た
施
策
の
大
綱
に
沿
っ
て
、

平
成
２６
年
度
の
主
な
施
策
を
申
し

上
げ
ま
す
。＊

＊

＊

１
点
目
の
「
自
然
と
調
和
し
た

ゆ
と
り
あ
る
都
市
づ
く
り
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
埼
玉
県
と
地
域
住

民
と
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
黒
目
川
ま
る
ご
と
再
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
で
は
、
黒
目
川
の
自
然

に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
整
備
を
進
め
て

お
り
、
本
年
度
は
、
膝
折
地
区
に

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
等
を
設
置
し
て
ま

い
り
ま
す
。
落
橋
防
止
対
策
事
業

で
は
、
新
高
橋
の
落
橋
防
止
対
策

工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
公

園
事
業
で
は
、
公
園
施
設
の
安
全

性
の
確
保
を
含
め
た
長
寿
命
化
を

図
る
た
め
、
計
画
策
定
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
上
水

道
、
下
水
道
施
設
の
整
備
・
充
実

に
努
め
る
な
ど
、
緑
の
風
景
や
自

然
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
都
市
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

２
点
目
の
「
安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
防
災
対
策
で
は
、
災
害
時
に

活
動
拠
点
と
な
る
市
役
所
庁
舎
の

耐
震
化
を
図
る
た
め
、
耐
震
補
強

工
事
の
実
施
設
計
を
行
う
ほ
か
、

市
民
会
館
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
・

博
物
館
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
診

断
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
対

策
基
本
法
の
改
正
お
よ
び
埼
玉
県

が
実
施
し
た
地
震
被
害
想
定
調
査

結
果
等
を
踏
ま
え
、
平
成
２７
年
度

ま
で
の
２
年
間
で
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

防
災
の
意
識
・
知
識
・
技
能
を
有

し
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
減

災
と
防
災
力
向
上
の
た
め
の
活
動

が
期
待
さ
れ
る
防
災
士
資
格
の
取

得
支
援
の
補
助
制
度
を
始
め
ま
す
。

消
防
で
は
、
埼
玉
県
南
西
部
消
防

本
部
と
連
携
を
図
り
、
消
防
・
救

急
体
制
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
環
境
対
策
で
は
、
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
へ
の
補
助

を
行
い
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
で
は
、
安
心
し
て

歩
け
る
道
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
「
道
路
あ
ん
し
ん
緊
急
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
、

通
学
路
や
交
通
事
故
の
危
険
性
の

高
い
交
差
点
な
ど
の
安
全
対
策
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

３
点
目
の
「
み
ん
な
で
支
え
合

う
健
や
か
な
社
会
づ
く
り
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
児
童
福
祉
関
係
で

は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
、
浜
崎
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

増
設
し
、
定
員
の
増
加
を
図
る
ほ

か
、
社
会
福
祉
法
人
が
運
営
し
て

い
る
認
可
保
育
園
１
園
の
建
て
替

え
に
伴
う
建
設
費
の
補
助
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
高
齢
者
福
祉
関

係
で
は
、
介
護
保
険
事
業
者
が
建

設
す
る
地
域
密
着
型
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
と
認
知
症
対
応
型
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
障
害

福
祉
関
係
で
は
、
朝
霞
市
障
害
者

プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す

「
誰
も
が
互
い
を
尊
重
し
共
に
生

き
る
社
会
を
目
指
し
て
」
を
推
進

す
る
た
め
、
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
誰
も
が
相
互
に
個
性
を

尊
重
し
支
え
合
う
共
生
社
会
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
保
健
事
業
で
は
、

健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
、
社
会

参
画
を
組
み
合
わ
せ
た
彩
夏
ち
ゃ

ん
健
康
長
寿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

を
実
施
す
る
ほ
か
、
乳
幼
児
健
康

診
査
や
各
種
予
防
接
種
を
実
施
す

る
な
ど
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
全
て
の
世
代
の
方
々
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成２６年度一般会計予算概要平成２６年度一般会計予算概要平成２６年度一般会計予算概要
～いきいき朝霞宣言「笑顔に出会うまち・朝霞」を目指して～

平成26年度の予算などを審議する平成26年第１回市議会定例会が２月27日㈭に招集されました。
初日の本会議で富岡市長は、新年度にあたっての市政運営に対する基本的な考え方と主な事業について施
政方針を述べました。この方針に基づいた新年度予算は、市議会最終日に可決されました。
ここでは、これらの概要についてお知らせします。

問／財政課 �４６３―３１７９
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主要な事業

�男女平等推進行動計画の策定

�朝霞市女性センターを活用したＤＶ
の防止および被害者への支援

�庁舎施設耐震化事業

�防災士資格の取得支援補助

�地域防災計画の見直し

�基地跡地の利用促進

�町内会、自治会等への補助

�市民まつり（彩夏祭）への助成

�地域間・都市間交流の推進

�非構造部材耐震診断事業（市民会館、
博物館、総合体育館）

�障害福祉計画の策定

�勤労者支援の推進（就職支援相談、
内職相談、障害者就労支援など）

�臨時福祉給付金の給付

�子育て世帯臨時特例給付金の給付

�認可保育園１園の立て替えに伴う建
設費の補助

�浜崎放課後児童クラブの増設

�各種健康診査の実施（母子健康相談、
妊婦一般健康診査、がん検診など）

�彩夏ちゃん健康長寿プロジェクト事
業の実施

�地産地消の推進

�シティ・セールス朝霞ブランドの推
進・普及

�道路新設改良事業（改良工事２路線、
舗装工事１路線）

�朝霞駅南口駅前通りアメニティーロ
ード化事業

�「黒目川まるごと再生プロジェク
ト」の推進

�落橋防止対策事業（新高橋、宮戸橋）

�公園施設長寿命化計画の策定

�道路安心・安全緊急改良工事

�特色ある学校づくり支援（小学校低
学年複数担任制、あさか・スクー
ルサポーターなど）

�特別支援学級の開設（第二小学校）

�放課後子ども教室の実施

�内間木公民館施設改修

４
点
目
の
「
豊
か
な
心
と
人
間

性
を
育
む
人
づ
く
り
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
学
校
教
育
関
係
で
は
、

第
二
小
学
校
に
新
た
に
特
別
支
援

学
級
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
学
校

施
設
整
備
で
は
、
老
朽
化
し
た
施

設
の
改
修
工
事
な
ど
、
教
育
環
境

の
基
盤
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
生
涯
学
習
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
放
課
後
子

ど
も
教
室
を
実
施
し
、
子
ど
も
た

ち
が
地
域
社
会
の
中
で
健
や
か
に

育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
ほ
か
、
公
民
館
で
は
、
老
朽
化

し
た
内
間
木
公
民
館
を
改
修
す
る

た
め
、
設
計
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
地
域
文
化
で
は
、
重
要
文
化

財
旧
高
橋
家
住
宅
に
お
い
て
、
年

中
行
事
や
体
験
学
習
な
ど
各
種
活

用
事
業
を
実
施
し
、
生
涯
学
習
の

一
層
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

５
点
目
の
「
ま
ち
の
活
力
を
生

み
出
す
産
業
づ
く
り
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
新
た
に
シ
テ
ィ
・
セ
ー

ル
ス
朝
霞
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定

す
る
文
化
、景
観
、行
事
、産
品
等

を
広
く
周
知
す
る
た
め
、
イ
ラ
ス

ト
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
朝
霞
の
イ

メ
ー
ジ
向
上
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
農
業
振
興
で
は
、
浜
崎
農
業

交
流
セ
ン
タ
ー
や
市
民
農
園
を
通

じ
、
地
産
地
消
の
推
進
や
農
家
と

市
民
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
り
都
市
型
農
業
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
機
会
づ
く
り
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
就
労
者
支
援
で

は
、
就
労
を
希
望
し
て
い
る
方
を

対
象
に
、就
労
に
役
立
つ
知
識
、心

構
え
等
を
習
得
す
る
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

就
労
希
望
者
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
就
労

支
援
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

６
点
目
の
「
ふ
れ
あ
い
と
連
帯

を
広
げ
る
地
域
づ
く
り
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
推
進
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

基
本
組
織
で
あ
る
自
治
会
・
町
内

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
彩
夏

祭
へ
の
支
援
、
自
治
会
活
動
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
す
る
支
援

を
行
う
な
ど
、
活
気
を
生
み
出
す

ま
ち
づ
く
り
を
自
ら
行
え
る
よ
う
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
向

け
た
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
男
女
平
等
推
進
で
は
、
平
成

２７
年
度
ま
で
と
し
て
い
る
男
女
平

等
推
進
行
動
計
画
に
つ
い
て
、
次

期
行
動
計
画
策
定
に
向
け
て
、
市

民
意
識
調
査
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
女
性
セ
ン
タ
ー
を
活

用
し
、
Ｄ
Ｖ
の
防
止
お
よ
び
被
害

者
へ
の
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

７
点
目
の
「
構
想
推
進
の
た
め

に
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
毎
月
１

回
発
行
し
て
お
り
ま
す
「
広
報
あ

さ
か
」
を
市
内
の
各
世
帯
へ
行
き

渡
る
よ
う
に
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に

よ
る
全
戸
配
布
を
行
い
、
市
政
情

報
の
積
極
的
な
公
開
・
提
供
を
通

し
て
、
市
民
と
行
政
の
問
題
意
識

の
共
有
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
組
織
機
構
の
改
革
を
実
施

し
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実
を
図

る
た
め
、
新
た
に
部
長
級
の
職
と

し
て
危
機
管
理
監
を
設
置
い
た
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
第
４
次
朝
霞

市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画

を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
行
政

評
価
制
度
の
活
用
・
定
着
を
図
り
、

成
果
を
重
視
し
た
質
の
高
い
行
財

政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
な
考
え

方
に
基
づ
き
ま
し
て
、
編
成
い
た

し
ま
し
た
平
成
２６
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
前
年
度
当
初
予
算
に
対

し
、
１.９
㌫
増
の
３５８
億
１
千
万
円
で

ご
ざ
い
ま
す
。

問…問い合わせ

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
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歳入の状況
（　）内は構成比
〈　〉内は前年度当初予算額

市税
 205億7,828万8千円（57.5%）
〈205億1,099万7千円〉
市民税
100億4,424万5千円〈101億5,107万8千円〉
固定資産税
84億3,997万円〈83億263万7千円〉
軽自動車税
8,615万円〈8,121万6千円〉
市たばこ税
7億9,600万円〈7億8,500万円〉
都市計画税
12億1,192万3千円〈11億9,106万6千円〉

歳入合計
358億1,000万円

〈351億5,500万円〉

国庫支出金
57億9,133万4千円　
（16.2%）
〈51億4,371万9千円〉

県支出金
23億5,659万7千円
（6.6%）
〈18億9,616万4千円〉

地方消費税交付金
12億7,000万円
（3.5%）
〈11億2,000万円〉

諸収入
10億649万9千円
（2.8%）
〈11億60万3千円〉

使用料及び手数料
 7億2,463万2千円
（2.0%）
〈7億2,040万8千円〉

繰越金
  4億円　
（1.1%）
〈7億円〉

分担金及び負担金
 7億1,078万9千円
（2.0%）
〈6億2,904万6千円〉

地方交付税
  5億7,800万円　
（1.6%）
〈5億7,300万円〉

地方譲与税
2億200万円（0.6%）
<2億900万円>

その他
5億1,796万1千円
  （1.4%）
 〈10億2,616万3千円〉

市債
16億7,390万円　
（4.7%）
〈15億2,590万円〉

増減率

０．３％

△３．３

△２５．５

１３．５

△５１．９

１３．４

８．３

△５０．６

△５．１

△１０．０

０．９

構成比

５７．５％

０．６

０．１

０．２

０．０

３．５

０．０

０．１

０．３

０．３

１．６

予 算 額

２０５億７，８２８万８千円

２億２００万円

４，１００万円

５，９００万円

１，３００万円

１２億７，０００万円

１，３００万円

４，０００万円

１億１，１００万円

１億１，７００万円

５億７，８００万円

区分款

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

国有提供施設等所在
市 町 村 助 成 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

増減率

△０．２

１３．０

０．６

１２．６

２４．３

△５９．８

０．０

△９３．４

△４２．９

△８．６

９．７

１．９

構成比

０．０

２．０

２．０

１６．２

６．６

０．３

０．０

０．１

１．１

２．８

４．７

１００．０

予 算 額

１，４０３万５千円

７億１，０７８万９千円

７億２，４６３万２千円

５７億９，１３３万４千円

２３億５，６５９万７千円

８，８９２万１千円

１千円

２，１００万４千円

４億円

１０億６４９万９千円

１６億７，３９０万円

３５８億１，０００万円

区分款

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

一般会計予算の総額は、３５８億１，０００万円で、前年度当初予算額３５１億５，５００万円に対して、１．９％（６億５，５００
万円）の増となっています。
これを歳出予算について比較してみますと、民生費が臨時福祉給付金給付事業や民間社会福祉施設等運営
支援事業の増などにより、８．８％（１４億４，００６万７千円）の増、総務費が根岸台市民センター駐車場用地購入
費などにより、４．３％（１億６，９８０万７千円）の増となる一方で、教育費が公園体育施設改修事業の減などによ
り、１１．９％（５億５７９万１千円）の減となっています。

※パーセント表記のものについては、小数点以下第２位を四捨五入しています。

対前年度比

１．９％増一一般般会会計計予予算算のの構構成成

歳 入
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（　）内は構成比、〈　〉内は前年度当初予算額歳出の状況

歳出合計
358億1,000万円

〈351億5,500万円〉 民生費
 177億8,624万9千円
（49.7%）
〈163億4,618万2千円〉

教育費
37億2,991万2千円（10.4%）
〈42億3,570万3千円〉

総務費
41億6,059万1千円
（11.6%）
〈39億9,078万4千円〉

公債費
31億6,770万円
（8.9%）
〈31億9,559万8千円〉

衛生費
27億4,153万9千円
（7.7%）
〈28億4,857万8千円〉

土木費
22億8,521万4千円
（6.4%）
〈25億2,600万5千円〉

消防費
12億5,450万2千円
（3.5%）
〈13億411万5千円〉

その他
6億8,429万3千円
（1.8%）
〈7億803万5千円〉

増減率

△０．９％

４．３
８．８
△３．８
△９３．６
△４．５
２．１
△９．５
△３．８
△１１．９
△０．９
０．０
０．０
１．９

構成比

０．８％

１１．６
４９．７
７．７
０．０
０．２
０．７
６．４
３．５
１０．４
８．９
０．０
０．１

１００．０

予 算 額

２億９，８２４万３千円
４１億６，０５９万１千円
１７７億８，６２４万９千円
２７億４，１５３万９千円

１５５万３千円
７，３１７万６千円

２億５，５３０万２千円
２２億８，５２１万４千円
１２億５，４５０万２千円
３７億２，９９１万２千円
３１億６，７７０万円
６０１万９千円
５，０００万円

３５８億１，０００万円

区分款
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費
合 計

議会運営・
市民サービ
スなどに

５８，００４円

２１．４％

商工・農業
の振興のた
めに

２，４９２円

０．９％

消防
活動に

９，４７２円

３．５％

ごみ処理や市
民の健康を守
るために

２０，６９９円

７．７％

教育の
ために

２８，１６１円

１０．４％

市民福祉の
ために

１３４，２８７円

４９．７％

道路舗装や
改修のため
に

１７，２５３円

６．４％

都市
計画税

９，１５０円

５．９％

市たばこ
税

６，０１０円

３．９％

軽自動
車税

６５１円

０．４％

固定
資産税

６３，７２２円

４１．０％

市民税

７５，８３５円

４８．８％

増 減 率

３．１％

２．４

１．８

４．８

４．７

２４．１

前 年 度

１９６億２，８２０万６千円

１１９億９，７２４万３千円

１７億１，８５７万３千円

４８億９，１４５万８千円

１０億２，０９３万２千円

２７億９，０３９万円

本 年 度

２０２億３，３４２万５千円

１２２億９，０３０万４千円

１７億４，８７５万円

５１億２，５９６万１千円

１０億６，８４１万円

３４億６，３８４万６千円

会 計 名

特 別 会 計

国 民 健 康 保 険 会 計

下 水 道 事 業 会 計

介 護 保 険 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 会 計

水 道 事 業 会 計

議会費…議会の活動に要する経費です。
総務費…徴税・戸籍・選挙・統計等の経費です。
民生費…福祉など、住民の一定水準の生活を確保し、安定した社会

生活を保障するために支出される経費です。
衛生費…公害対策やごみ処理など、住民の健康で衛生的な生活環境

を保持するための経費です。
労働費…労働者を支援するための各種事業に要する経費です。
農林水産業費…農業の改良や組合の指導育成、農業施設の管理のた

めの経費です。
商工費…中小企業への融資支援、商工業の振興等のための経費です。
土木費…道路橋りょうの整備・改良、都市計画等に要する経費です。
消防費…災害から地域住民の生命と財産を守るために必要な消防設

備等の整備を行うための経費です。
教育費…学校・博物館・公民館・図書館等の施設の設置管理、その

他教育や学術文化に関する事務を行うための経費です。
公債費…市が借り入れした市債（借金）の元金、利子の償還費です。

市民 1人当たりが負担する税金

市民１人当たりが負担する市税は、市民税・固定資産税
など合計１５万５，３６８円で、市が皆さんのために使うお金と
の差額は、国や県からの補助金や、借入金（市債）などの
財源で賄われます。

総額15万5,368円

※平成２６年１月１日現在の人口１３２，４４９人を基に算出しています。また、円単位未満は四捨五入しています。

市民 1人当たりに使われる市のお金

今年度、朝霞市の一般会計予算は、３５８億１，０００万円ですから、これを市民
１人当たりに使うお金に換算すると、２７万３６８円になります。その内容は、
次のようになります。

歳 出

＜特別会計・水道事業会計＞

総額27万368円

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概概要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
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